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午前１０時００分 開会

─────────────────

◎日程第１ 開 会

出席議員は定足数に○議長（馬場騎一君）

達しておりますので、会議は成立しました。

これより、去る７月２７日告示招集されま

した平成２２年三沢市議会第１回臨時会を開

会いたします。

それでは、直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第１号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第２ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会議録署○議長（馬場騎一君）

名議員の指名を行います。

会議録署名議員に、５番鈴木重正議員、１

７番山本弥一議員の両氏を指名します。

─────────────────

◎日程第３ 会期の決定

日程第３ 会期の決○議長（馬場騎一君）

定を行います。

お諮りします。

今臨時会の会期は、本日、８月３日、１日

としたいと思います。これに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、会期は、本日、８月３日、１日と

決定しました。

─────────────────

◎日程第４ 諸報告

日程第４ 諸報告○議長（馬場騎一君）

は、印刷してお手元に配付したとおりです。

御了承願います。

─────────────────

◎日程第 ５ 議案第４８号

日程第５ 議案第４○議長（馬場騎一君）

８号を議題とします。

提案理由の説明を願います。

市長。

本日ここに、平成２○市長（種市一正君）

２年三沢市議会第１回臨時会の開会に当たり

まして、提案理由の説明を申し上げる前に、

議長のお許しをいただきまして、先月２７日

から３１日まで訪問してまいりました米国ワ

シントン州ウェナッチ市におけるミス・ビー

ドル号復元機の誘致について御報告いたした

いと存じます。

今回の訪問は、ミス・ビードル号復元機の

誘致をぜひ現実のものにするために、三沢市

側からは、山本昭三ミス・ビードル・フライ

ト実行委員会会長及び馬場騎一三沢市議会議

長と私が、ウェナッチバレー側からは、カー

ター・スピリット・オブ・ウェナッチ委員会

会長、東ウェナッチ市長及びジョンソンウェ

ナッチ市長の御臨席を賜り、多くのウェナッ

チ市民や関係者が見守る中、厳粛な中にも和

やかな雰囲気でミス・ビードル号の復元機の

誘致に関する調印を滞りなく取り交わしてま

いりました。

これまで多くの御支援、御協力をいただき

ました市民及び三沢市議会等、関係者各位の

皆様に対しまして、心から感謝申し上げます

とともに、再現飛行の実現に向けましてさら

なる御支援、御協力を賜りますようにお願い

を申し上げまして報告とさせていただきま

す。

では、上程されました議案第４８号平成２

２年度三沢市一般会計補正予算（第２号）に

ついて、その概要を御説明申し上げ、御審議

の参考にしていただきたいと存じます。

今回の補正予算は、昭和６年１０月４日、

当時の三沢村淋代海岸を飛び立ち、人類初の

太平洋無着陸横断飛行の歴史的偉業をなし遂

げたミス・ビードル号の復元機を誘致し、再

現飛行を実施するための経費についてであり

ます。

ミス・ビードル号フライト実行委員会に対

する補助金の予算措置を行うとともに、新三

沢市立三沢病院の開院に伴う公共交通アクセ

ス確保のためのバス車両購入等の経費につい

て、三沢市地域公共交通会議に対する負担金

の増額が緊要となったための補正でありま
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す。

この結果、補正総額は歳入歳出ともに２,

３９０万円の増額補正となり、既定額との累

計では１８３億９,８６０万円となっており

ます。

以上が、平成２２年度三沢市一般会計補正

予算（第２号）の概要でありますが、議事の

進行に伴い、質問等に応じ、本職並びに関係

部長等から詳細に御説明申し上げたいと存じ

ます。

何とぞ慎重御審議の上、原案どおり御議決

賜りますようにお願いを申し上げます。

以上であります。

お諮りします。○議長（馬場騎一君）

本臨時会に提出されております議案の審議

につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会付託を省略したいと思い

ます。これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、委員会付託を省略します。

続いて、議案第４８号について議案の説明

を願います。

政策財政部長。

議案第４８○政策財政部長（澤口正義君）

号平成２２年度三沢市一般会計補正予算（第

２号）の概要について、御説明申し上げま

す。

今回の補正予算は、太平洋無着陸横断飛行

の歴史的偉業をなし遂げたミス・ビードル号

の復元機を誘致し、再現飛行を実施するため

の経費について、ミス・ビードル・フライト

実行委員会に対する補助金の予算措置が緊要

となったための補正であります。

また、新三沢市立三沢病院の開院に伴う公

共交通アクセス確保のためのバス車両購入等

の経費についても、三沢市地域公共交通会議

に対する負担金の増額が緊要となったための

補正であります。

この結果、補正総額は歳入歳出ともに２,

３９０万円の増額補正で、既定額との累計で

は１８３億９,８６０万円となったところで

あります。

以下、予算書２ページの第１表歳入歳出予

算補正に基づき、歳入から御説明いたしま

す。

１９款の繰越金につきましては、前年度繰

越見込み額のうち２,３９０万円の増額補正

をいたしております。

次に、３ページの歳出について御説明いた

します。

２款の総務費につきましては、地域公共交

通対策費として、三沢市地域公共交通会議負

担金１,１９０万円を増額補正いたしており

ます。

また、国際交流推進事業費として、ミス・

ビードル・フライト実行委員会補助金１,２

００万円を増額補正いたしております。

以上が、平成２２年度三沢市一般会計補正

予算（第２号）の概要であります。よろしく

お願い申し上げます。

それでは、質疑を行○議長（馬場騎一君）

います。

なお、質疑の通告がありますので、発言を

許します。

１７番山本弥一議員。

ただいま議長のお○１７番（山本弥一君）

許しをいただきましたので、議案第４８号平

成２２年度三沢市一般会計補正予算について

お尋ねをします。

最小の経費で最大の効果は、地方公共団体

の行政運営の基本理念でございます。民間企

業では、最大の投資で最大の利益が資本主義

経済における経営理念であります。地方公共

団体のいう最小とは、財源に限界があって増

税によって最大の投資は許されないことを意

味します。

一方、最大の効果とは、民間企業の利益に

対し、住民のための福祉向上を最大限に発揮

することをいいます。両者における建て前理

論は異なっておっても、費用に対する効率化

及びコスト意識等について共通し、自治体も

民間企業と同じく経営する団体として同質で
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あります。

そこで、地方公共団体もこの民間企業の徹

底した経済合理主義の長所を学ぶべきであり

ます。

議案第４８号平成２２年度三沢市一般会計

補正予算は、新市立三沢病院の開院に伴う公

共交通会議に対する負担金の増額で１,１９

０万円と、太平洋無着陸横断飛行のミス・

ビードル号の復元機を誘致し航空祭に合わせ

て再現飛行を実現するため、ミス・ビード

ル・フライト実行委員会に１,２００万円を

補助する補正予算内容であります。

地方公共団体が行っている補助金等は大き

く分けて、奨励的なもの、行政目的を実現す

るためのもの、そして、公共的及び公益的性

格を持った団体等に対し資金援助を行うもの

に区分されているところであります。

これらの補助金は、地方自治法第２３２条

の２の定めるところによって、公益上必要が

ある場合に限られているところでもありま

す。問題は、補助金等がいかに無駄なくかつ

有効に支出され、その効果が最大限に発揮さ

れているかが問われます。

今日のように、地方公共団体の財政構造が

悪化し窮迫すればするほど効率化が強調され

ます。また、これは住民の痛税感にこたえる

道でもあります。

したがって、交付する団体の計画や実績報

告書を提出させるなど、その費用対効果につ

いて落ち度なく、常に審査して行政も時代の

進歩に対応して進化していかなければなりま

せん。今、行政の課題は、住民の租税に対応

してこれまでの補助金交付の理念を一新し

て、どう行政の質の向上に結びつけるかであ

ります。

長引く経済不況により、住民は行政に対し

従来以上に効率性を指向してきております。

したがいまして、最小の経費で最大の効果を

上げるため、原価管理並びに原価統制など総

合的な財政分析をし、住民に対してわかりや

すく、かつ、行政自身のためにも効率的な制

度を創設し、ややもすれば、不信感を持たれ

ていた自治体の信頼を回復することが地方自

治の進展に大きく役立つものと考えておりま

す。

そこで、このことを踏まえ、今回の補正額

に対し、当局がどのような最大効果の目標を

定め補助を決定したか、その取り組みと本市

への経済波及効果等についてどう試算してい

るか答弁を求めるものであります。

以上で、私の質疑をこれで終わらせていた

だきます。

ただいまの質疑に対○議長（馬場騎一君）

する執行部の答弁を求めます。

政策財政部長。

山本議員さ○政策財政部長（澤口正義君）

んの御質問にお答えを申し上げます。

通告をいただいておりました内容もござい

ますことから、そのことも踏まえて御答弁を

申し上げたいと思います。

まず最初に、三沢市地域公共交通会議負担

金についての御質問にお答えいたします。

御質問の１点目となりますが、今回、三沢

市地域公共交通会議に対する市の負担金をふ

やすことになりました理由についてでありま

すが、当市が設置し事務局を務めております

三沢市地域公共交通会議が本年度実施する地

域公共交通活性化再生総合事業については、

国の機関であります東北運輸局からの計画認

定に基づきまして、事業費の２分の１の国庫

補助金を予定していたところであります。

しかしながら、この事業に取り組む地方自

治体が年々増加しまして、平成２２年度にお

いては全国の各協議会の予算額が国の予算額

を大幅に上回る状況となりまして、国土交通

省が各協議会からの要望額を大幅に減額査定

する事態となりました。

結果としまして、三沢市地域公共交通会議

に対しては、要望額に対して約１,２００万

円の減の１,０１２万７,０００円の補助金執

行見込み額が本年の５月２１日に東北運輸局

から示されたところであります。

このように国からの補助金が大幅に減額さ

れることになりましたが、地域公共交通に係
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る取り組みは市民の日常生活の移動手段の確

保にかかわる非常に重要な課題でありますと

ともに、新三沢市立三沢病院の開院を１１月

に控えまして、当初計画どおりの事業を実施

することが市民の利便性確保にとって緊要か

つ不可欠であると判断いたしましたことか

ら、このたびの国庫補助金の不足分につきま

しては市の負担金で対応することとしたもの

であります。

次に、御質問の２点目になろうかと思いま

す最小の経費で最大の効果ということの御質

問の答弁になりますが、負担金の市民に対す

る効果、メリットということで御答弁申し上

げたいと思いますが、路線バス等の地域公共

交通については、議員さんも御承知のように

自家用車の普及により利用者が減少傾向にあ

りまして、路線の維持が年々困難になりつつ

あります。

このような中で当市といたしましては、国

の補助制度を活用しながらも、今後、一定の

市の責任と負担のもとに、地域公共交通の活

性化に取り組んでいく必要があると考えてお

ります。

このため、本年度は、三沢市地域公共交通

会議での協議を通じまして、現行の１００円

バスと路線バスを一体的に見直しをすること

により、新しい病院への一定のバス運行本数

を確保するとともに、北部地区からでも乗り

継ぎがなく病院まで行けるような路線、さら

には、三沢駅での鉄道とバスとの接続性の改

善を図りながら、わかりやすいダイヤ設定を

行うなど、利用者の立場に立った利便性の高

い路線網を構築し、三沢市のコミュニティバ

スとして実証運行することとしております。

また、新しい病院へのアクセス確保と路線

網の再編に伴いまして、運行事業者である十

和田観光電鉄における市内路線の運行車両体

制を１台増車することが必要となります。こ

のため、この増車分につきましては、市の負

担金によりバリアフリー対応の中型ノンス

テップバスを導入することにより、通院者等

の利用者に優しいバス利用環境の整備を図っ

てまいりたいと考えております。

現在、路線再編に伴う基本ルート、ダイ

ヤ、運賃体系など、本年度の実証運行事業の

詳細について検討しておりますが、市といた

しましては、このような取り組みを通じ自家

用車を利用できない、いわゆる交通弱者と言

われるお年寄りや女性、高校生等の移動手段

を確保しながら各種利用促進策を推進し、持

続可能な地域公共交通の確立を図りたいと考

えております。

続きまして、ミス・ビードル・フライト実

行委員会補助金の費用対効果についての御質

問にお答えいたします。

三沢基地航空祭には、例年全国から大勢の

航空ファンが訪れておりますが、昨年は米空

軍のアクロバットチーム、サンダーバーズが

１５年ぶりに三沢基地でのショーを行ったと

いうこともあり、一昨年の約７万人に対して

約２６万人もの来場者があったと言われてお

ります。

三沢市内の宿泊施設には限りがありますの

で、サンダーバーズによって仮に１９万人の

新たな日帰り観光客の誘致が図られ、１人当

たり１,０００円の観光消費額があったもの

と仮定いたしますと、仮定でございますが、

約１億９,０００万円の観光消費額の創出効

果があったものと推察、推計されます。

また、経済的なもの以外にどうしても触れ

なければならないことでありますが、御承知

のように、当市はウェナッチ市とさらに東

ウェナッチ市の両市と姉妹都市締結をし、こ

れまで中学生を初め、お互いに数多くの親善

大使を派遣し合いまして、交流を深める中で

人材育成にも大きな成果を上げてまいりまし

た。

また、青森県の航空史を伝える青森県立三

沢航空科学館の建設に当たりましては、ミ

ス・ビードル号の存在が大きくかかわってお

りますことは、今さら言うまでもないことで

あります。

さらには、このたびのミス・ビードル号復

元機の再現飛行は、市民に夢を与え、また、
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未来を担う子供たちの目にしっかりと生きた

歴史が体験できるというまたとないチャンス

となります。ことほどさように、有形無形の

効果があるものと存じるところでございま

す。

市といたしましては、ミス・ビードル号復

元機の再現飛行によりどれだけの観光客誘致

が見込まれるかについては現在のところ推計

は行っておりませんが、来場者が多ければ多

いほど相当の効果が見込まれるところであり

ます。

しかしながら、また一方で、その効果を最

大限かつ長期的に発現させるためには、ミ

ス・ビードル号による太平洋無着陸横断飛行

が世界航空史において誇るべき偉業として再

評価され、離陸地としての三沢市の知名度が

一層高まるとともに、ミス・ビードル号を地

域の資源として活用していこうとする商業者

を初めとする民間主体の盛り上がりと取り組

みが何よりも重要であると考えております。

このようなことから、市といたしまして

は、今後、テレビ、新聞等の活用を含めたさ

まざまな広報活動を実行委員会を通じて展開

していきたいと考えておりますとともに、市

全体の機運が高まるよう期待しながら、ミ

ス・ビードル号再現飛行の実現に向けて取り

組んでまいりたいと考えております。

以上でございます。

１７番山本弥一議○議長（馬場騎一君）

員。

それでは、再質問○１７番（山本弥一君）

させていただきます。

まず、公共交通の市立病院開業に伴う利便

性を高めるということでの補正予算を組んだ

というのはわかりました。

問題は、三沢市立病院の開院と同時に公共

交通の大幅な見直しをする、ここで新たなバ

ス１台購入費、交通弱者等に配慮したバスを

購入し、利便性の向上を図るということなの

ですけれども、問題は、利用者が多ければそ

の効果というのは、さらなる大きな利益とい

いますか、問題は利用者が少ない場合、さら

に、市がまた次年度以降それらの負担を市税

等で賄うという、こうならないためにも、取

り組みに当たっては、料金体系、ただサービ

スだけでやっていけるのかどうか、このとこ

ろ利益を出せとは言いませんけども、少なく

とも、とんとんといいますか、そのぐらいの

経営学を発揮していかないと、いつでも補助

を毎年赤字を解消するためにしていかなきゃ

ならない、ここのところは役所といえども、

先ほど前段で申し上げましたけれども、民間

の経営理念といいますか、そこのところを

しっかり踏まえ、サービスするところはす

る、そして、マイナスに少なくともならない

ような方向での企画力となりますか、ここが

問われると思うのだけれども、今後において

新体系が赤字を出さないような体系になるの

かどうか、そうでなくて、１年済んだらまた

決算を見て補助していくそうした心構えなの

か、その辺、いま一度答弁いただければお願

いします。

ただいまの再質疑に○議長（馬場騎一君）

対する執行部の答弁を求めます。

政策財政部長。

公共交通関○政策財政部長（澤口正義君）

係の再質問にお答え申し上げます。

ただいま議員さんから、るる御意見、御指

摘ございました。公共事業といえども最小の

経費で最大の効果ということは、今日の私ど

もの地方自治体を取り巻く財政状況を考えま

すと当然のことでございます。私どもそうい

う認識に立って事業に取り組んでいるところ

ではございますが、ただ、今回の交通関係に

つきましては、前段で御答弁申し上げました

ように、いわゆる今ほとんどが１人１台の自

家用車を持つ時代になりまして、なかなか公

共交通関係については、全国どこでもそうな

のですが、利用率が低下しているという実情

にございます。

そうは言いながらも、私どもは先ほども申

し上げましたように、できるだけ利用してい

ただくようにいろいろなことを考えていきた

いと考えております。
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また、今回、国の先ほど申し上げました地

域公共交通活性化再生事業というもので３年

間という限定つきの事業を採択していただい

てやっておるわけでございますが、この事業

の中で１年ごとの検証ということも義務づけ

られておりますことから、今年度やってみて

来年度また検証して、料金等も含めた慎重な

る検討をして、できるだけ財政負担を伴わな

い、あるいは、軽く済むような方策を考えて

まいりたいと考えておりますので、御理解の

ほど賜りたいと思います。

ほかに質疑ありませ○議長（馬場騎一君）

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ないようですので、○議長（馬場騎一君）

質疑を終結します。

続いて、討論を行います。討論ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ないようですので、○議長（馬場騎一君）

討論を終結します。

これより、採決します。

議案第４８号は、原案のとおり可決すべき

ものと決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案第４８号平成２２年度三沢市

一般会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り可決すべきものと決しました。

─────────────────

以上で、本臨時会に○議長（馬場騎一君）

付議されました事件は、すべて議了しまし

た。

─────────────────

◎市長あいさつ

ここで、特に市長よ○議長（馬場騎一君）

り発言の申し出がありますので、この際、発

言を許します。

市長。

平成２２年三沢市議○市長（種市一正君）

会第１回臨時会の閉会に当たり、議長のお許

しを得まして、一言ごあいさつ申し上げま

す。

ミス・ビードル・フライト実行委員会に対

する補助金及び三沢市地域公共交通会議に対

する負担金を内容としました平成２２年度三

沢市一般会計補正予算（第２号）につきまし

て、慎重なる御審議をいただき、原案どおり

御議決賜りまして、まことに感謝にたえませ

ん。

補正予算の執行に当たりましては、議員各

位から賜りました御意見等を十分尊重し、最

善の効果をおさめるよう努力を傾注してまい

りますので、何とぞ一層の御支援、御協力を

お願い申し上げ、甚だ簡単ではございます

が、閉会に当たってのあいさつとさせていた

だきます。大変ありがとうございました。

─────────────────

これをもって、平成○議長（馬場騎一君）

２２年三沢市議会第１回臨時会を閉会しま

す。

午前１０時３８分 閉会
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